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第４９回 (平成２７年)定期総会終わる 
会
長
挨
拶 

 
 

 
 

 
 

（
要
旨
・
大
山 

総
務
部
長
） 

 

会
員
の
皆
さ
ん
に
対
し
、
日
ご
ろ
の
町
内
会
活
動
に
対
す
る
お
礼

と
核
家
族
化
、
少
子
高
齢
化
、
近
隣
家
族
と
の
希
薄
化
等
の
憂
慮
す

べ
き
実
情
に
対
し
、
町
内
会
は
自
主
防
災
活
動
に
お
け
る
緊
急
時
の

隣
近
所
の
支
え
合
い
、
見
守
り
、
声
掛
け
な
ど
に
よ
り
、
隣
近
所
の

人
々
が
助
け
合
う
町
内
会
に
な
る
よ
う
努
力
し
た
い
。 

本
日
の
会
議
は
限
ら
れ
た
時
間
で
有
り
ま
す
が
、
よ
り
豊
か
な
建
設

的
ご
意
見
を
頂
き
、
実
り
あ
る
町
内
会
活
動
に
向
け
て
進
め
る
よ
う

努
力
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
宜
し
く
お
願
い
し
た
い
と
の
事
で
す
。 

平成２７年４月１９日(日)午後１時３０分

より瑞穂会館に於いて、第４９回瑞穂町内

会定期総会が、佐藤副会長の開会宣言によ

り総会が始まりました。 

総会出席１２１名、委任状１,８０７名 

合計１,９２８名で会員総数（２,３９１名）

の２/３を上回っており、東６区山下靖文さ

んから総会成立の報告がありました。 

引き続き、議長選出が諮られ「事務局一任」

の声により、東１区の菅田 至さんが選出さ

れました。 

議長席に着いた、菅田さんから「総会が順

調に進むよう」協力要請があり総会が開催

されました。 

総会挨拶をする、小池誠治 町内会長 

総会に出席の皆さん 

議題 

① 平成２６年度一般経過報告 

各専門部長より専門部の活動について、総括

的な報告があり、詳細につてはお配りしてい

る、「みずほ」をご参照願いたいと説明があっ

た。 

 

② 平成２６年度会計報告 

竹花会計部長より、総会資料に示されている 

平成２６年度会計決算報告に基づき、説明が

行われた。 

③ 平成２６年度会計監査報告 

前崎監査員より会計監査は２７年４月３日に実

施されており「会計事務・関係帳簿など入念な 

監査の結果、適正に処理されている」との報告が

あった。 

内容について閲覧を希望する場合は、事前に事務

局に連絡し日程調整すると閲覧可能ですので 

申し出て下さいと説明がありました。 

 

議長より「以上三部門の報告について、質問を受

け付けます」と発言があり、種々の質疑応答があ

りましたが、後頁に一括載せます。 

開会挨拶をする 村田 町内会長 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④平成２７年度運営方針（案） 

大山総務部長より、運営方針について説明があ

った。 

⑤平成２７年度予算計画（案） 

竹花会計部長より、総会資料に基づき平成２７

年度予算について説明が行われた。 

 

以上を以って提案された、報告及び以降の方針、 

計画（案）についての、説明が終わりました。 

菅田議長の進行により,上記に対する質疑及び

回答がありましたので次に載せたいと思いま

す。 

    ※ 交通防犯部関連 

（質問）南６区４班 Ｋ氏 

１、死亡事故を含む交通事故が多発している、事

故防止にどのような取り組みをしているか。 

（回答）植木交通防犯部長 

新道交差点での早朝街頭啓発、青色パトロール、

安全旗の設置等事故防止に極力取り組んでいる。

残念にも、卸売リスーパー(りんごハウス)の近く

で死亡事故が発生したが、その時も警察と立会い

し、信号の設置、横断歩道の設置等を要望した。 

２、自転車は本来車道を走行するものであるが、

高校生等は歩道を並走して危険だ、学校に申し入

れたらどうか。 

（回答）村田会長 

毎年、小学校の校長と連名で白石高校、白陵高校

に申し入れている、今年も申し入れる。 

３、新道の横断歩道が狭い拡幅して貰えないか 

（回答）村田会長 

数年前に道路公団に要請した事がある、その時は 

会議を進める(左)菅田議長(右)村田町内会長 

地下歩道を利用してほしいと回答があった。 

４、空き家が増えており、所有者がどうなってい

るのか、行政とタイアップして何か対策を立てる

事が必要でないか。 

（回答）松田副会長 

連合町内会として空き家の把握、見回りを実行し

ている。 

     ※ 会計部関連 

（質問）南６区４班 Ｋ氏 

札幌市の広報配布、赤い羽根募金、町内会費集金

等班長・区長の業務は大変だ、札幌市からの配布

助成金は町内会の会計に入れないで、班長・区長

に直接渡すべきだ。倫理的問題だ。 

（回答）会長 

区長が３３名、班長が１７５名いる、区長に計２

３万１千円、班長に計３５万円で合計５８万１千

円を行動費として支払っている。助成金として支

給される５８万３千円は、事業の明確化を期する

ため、町内会の収入に計上している。 

（質問）南２区長 Ｔ氏 

５０周年の積立金は何に使うのか。 

瑞穂町内会がどのように変化(発展)したのか町内の

地図を残してはどうか。 

（回答）村田会長 

編集委員会を設置し記念誌の発行、記念祝賀会を計

画している。地図については、昨年、一昨年の２年

間で防災地図を作成したので、防災マップを見て頂

きたい。 

 

     ※ 環境衛生部関連 

（質問）西５区２班 Ｉ氏 

西５区にあるゴミステーション、５か所のうち１

か所はテントで覆って使えない、もう１か所は８

ｍ道路から６ｍに写したが理由は。 

（回答）佐藤副会長・久慈環境衛生部長 

１か所は大規模マンション（全員町内会未加入）

の前に有り使用できないようにした。 

移設したのは、冬期積雪の問題があり現地で話し

合って移設した。 

（質問）西５区長 Ｍ氏 

西５区は１１０世帯のうち５０世帯程が町内会

に加入している、マンションのオーナーに折衝し 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

専用のゴミステーション設置を勧めてほしい。 

（回答）久慈環境衛生部長 

了解した 

（質問）東３区５班 Ｉ氏 

会館横の除排雪町内会で出来ないか。 

（回答）村田会長 

今年から請け負い制度にしたので、出来る限り町

内会で実施する予定である。 

 

これをもちまして、総会に於ける質疑応答を含め、

総会の内容報告を終了致します。 

 

総会終了後、総務部長より敬老会の見直しに

ついて報告があった。 

祝賀会を取り止め、７７歳(喜寿)８０歳(傘寿)

８８歳(米寿)９０歳(白寿)の節目の年に記念品

贈呈とする事に変更した。 

 

 

「
町
内
会
ア
ラ
カ
ル
ト
」 

町
内
会
と
は
何
で
し
ょ
う
。 

札
幌
市
内
に
有
る
各
区
の
中
で
、
白
石
区
が
町
内
会
加
入
率
最
低
で
有

り
何
と
か
こ
の
汚
名
を
返
上
す
べ
く
、
各
単
位
町
内
会
が
頑
張
っ
て
い
る

事
は
皆
さ
ん
ご
承
知
の
通
り
で
あ
り
ま
す
。 

 

何
故
未
加
入
者
が
多
い
の
か
、
町
内
会
の
存
在
す
る
意
味
に
つ
い
て
、

今
ま
で
に
小
職
が
新
聞
紙
上
、
書
籍
、
著
名
人
、
知
人
等
か
ら
見
聞
し
ス

ク
ラ
ッ
プ
し
た
も
の
を
、
何
回
か
に
分
け
て
書
い
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

駄
文
、
拙
文
で
す
が
「
町
内
会
ア
ラ
カ
ル
ト
」
な
ど
と
銘
打
っ
て
紙
面

を
汚
す
事
を
ご
容
赦
下
さ
い
。（
副
会
長
，
Ｈ
・
Ｓ
） 

 

日
本
に
は
た
い
て
い
の
地
域
に
、
市
町
村
役
場(

役
所)

と
連
携
し
な
が
ら

そ
の
地
域
の
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
の
取
り
ま
と
め
を
し
て
い
る
自
主
的
な
自

治
組
織
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
が
「
町
内
会
」
で
す
。 

（
右
上
段
へ
） 

 

人
は
同
じ
土
地
に
定
住
し
て
一
緒
に
生
活
し
て
い
る
と
、
解
決
す
べ
き
問
題

が
絶
え
ず
生
ま
れ
ま
す
。
た
と
え
ば
地
域
の
中
に
公
園
が
あ
る
と
し
ま
す
。

い
つ
で
も
気
持
ち
よ
く
利
用
す
る
に
は
、
誰
か
が
手
入
れ
を
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
そ
う
し
な
け
れ
ば
、
た
ち
ま
ち
雑
草
や
ゴ
ミ
だ
ら
け
で
厄
介
な

ス
ペ
ー
ス
に
な
る
で
し
ょ
う
。
で
は
誰
が
ど
の
よ
う
に
手
入
れ
す
る
の
か
？

そ
う
い
っ
た
問
題
を
解
決
す
る
事
が
出
来
る
の
が
町
内
会
な
の
で
す
。 

 

町
内
会
は
全
世
帯
加
入
が
原
則
で
す
。
そ
の
理
由
は
、
地
域
と
地
域
住
民

の
共
同
の
問
題
に
、
共
同
で
対
処
す
る
の
が
町
内
会
の
役
割
だ
か
ら
で
す
。 

 

人
は
、
お
互
い
に
協
力
し
合
わ
な
い
と
生
き
て
い
か
れ
な
い
も
の
で
す
。

家
族
や
親
族
間
で
生
活
を
支
え
合
い
な
が
ら
、
同
じ
地
域
に
生
活
す
る
人
々

と
も
力
を
合
わ
せ
る
こ
と
が
必
要
な
の
で
す
。 

 

し
か
し
最
近
で
は
、
個
人
の
生
活
様
式
が
多
様
化
し
、
気
ま
ま
な
暮
ら
し

を
求
め
る
よ
う
に
な
る
と
、
地
域
の
問
題
に
関
わ
る
事
を
避
け
る
傾
向
も
現 

わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
れ
は
地
域
で
孤
立
化
す
る

こ
と
を
意
味
し
て
い
ま
す
。
そ
の
結
果
、
孤
立
死
や
地
域
の
安
全
性
の

低
下
と
い
う
問
題
も
生
ま
れ
て
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
個
人
中
心
の
生
活

を
営
む
た
め
に
は
、
ゴ
ミ
の
処
理
、
街
灯
設
置
、
災
害
時
の
対
応
な
ど

生
活
上
の
細
か
い
こ
と
ま
で
行
政
が
カ
バ
ー
し
て
く
れ
る
と
い
う
条
件

が
必
要
に
な
り
ま
す
。 

 

し
か
し
、
い
ま
財
政
危
機
か
ら
行
政
が
こ
ま
か
な
地
域
問
題
の
解
決

に
ま
で
力
を
入
れ
ら
れ
な
く
な
る
と
、
そ
れ
ら
の
生
活
上
の
問
題
に
加

え
て
、
例
え
ば
地
域
で
の
子
ど
も
の
安
全
や
災
害
時
で
の
一
人
暮
ら
し

の
高
齢
者
の
安
心
の
確
保
と
い
っ
た
問
題
は
、
地
域
の
役
割
と
し
て
期

待
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。 

 

そ
の
た
め
に
は
、
ど
ん
な
こ
と
で
も
協
力
し
合
え
る
住
民
の
組
織
が

必
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。
そ
れ
が
「
町
内
会
」
で
有
り
ま
す
。 

 

・寒暖の差が激しい時期です体調管理に万全を。 

・納涼夏祭りのお手伝い、多数お待ちしています。 



 


